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 　模型による群杭の鉛直支持力試験については、すでにSkempton(1953)、
 Kezdi(1957)、Meyerhof(1957)、岸田/Meyerhof(1965)、
 Vesic(1968)等の報告が見られるが、これらはいずれも砂地盤に打込まれた
 円筒直杭に関するものであり、節つきの杭については今までに報告されていない。
 そこで本研究では、円型断面をもった節付杭の支持力特性を検討する目的で、模型
 実験を行った。円筒節付杭及び円筒直杭の模型杭を、単杭及び群杭としてゆるい
 砂中に打込み鉛直荷重を受けた場合のそれぞれの杭の挙動ならびに支持力を比較検討した結果を以下に報告する。
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